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研究成果の概要（和文）：　戦後の差別糾弾闘争をめぐって、狭山差別裁判糾弾闘争、矢田教育闘争、八鹿闘争
などについて関係者に聞きとりをおこない、関連する文献史料を収集した。同時に、部落解放をめぐる多様な模
索にも留意し、教育や文化活動、あるいは生業のとりくみなどについても聞きとりを進めた。これらによって、
輻輳している感のある同時代史研究の論点を整理した。 
　さらに、海外調査を通じて、インドにおけるダリト運動の歩みと現状が比較の材料となっただけでなく、日本
および現地の南アジア研究者との交流の機会ともなった。アメリカでは部落出身移民の事例につきあたるなど、
いずれも今後の研究につながる手がかりを得た。

研究成果の概要（英文）：  This project aimed to survey for the denunciating claims against 
discrimination organized by the Buraku liberation movements in Japan after World War II based on the
 perspective of comparative cultural history. We realized interviews to the people involved in the 
cases of "Sayama", "Yata","Youka" and the other affairs, and collected materials. At the same time, 
in order to clarify diverse experiences in emancipatory efforts for the Buraku, and had interviews 
from the point of views of education, culture, and jobs which have their own historical backgrounds.
 In terms of the research in the abroad, through the investigations with Dalit movements in India 
and the USA, our research also disclosed the contemporary but singular socio-political issues with 
which each emancipatory act struggle. In addition to the achievements, we came to notice the case of
 immigrants in the USA from Buraku and its gravity in the study of modern Buraku history. 

研究分野： 近現代史、文化研究、部落問題論

キーワード： 部落差別　ダリト（Dalit）　サバルタン　人種主義　アイデンティティ　新左翼　日系アメリカ移民　
国際研究者交流
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 部落問題は、新自由主義政策がすすめられ
るなかで、自己責任としての「同和利権」と
いうねじれた言説によって、問題提起として
の差別糾弾が無化され、存在そのものの不可
視化による忘却が図られつつあるように見
える。これには学術の責任も少なくなく、研
究の不在、はなはだしくは問題の現存そのも
のへ否認が、部落問題の不可視化を黙認する
政治を構成している。 
 研究の開始時点においては、師岡佑行の大
著『戦後部落解放論争史』（全 5 巻、柘植書
房、1985 年完結）という先駆的な業績の後、
空白をはさんで、近年になって、本研究の研
究分担者である友常勉『戦後部落解放運動史
――永続革命の行方』（河出書房新社、2012
年）などの成果が問われるなど、部落史研究
者の間では戦後史への関心が寄せられつつ
ある。 
 他方で、文化史研究を中心に、戦後の社会
運動をめぐって、研究蓄積が進みつつあるが、
両者の断絶が指摘されている。つまり同時代
史研究に部落問題を位置づけるための、理論
ないし実証研究による介入が求められる情
況にあるといえる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、1960 年代後半から 70 年代にか
けての部落解放運動の差別糾弾闘争を同時
代史研究の課題に据えることで、とりわけ部
落青年として目覚めたサバルタン集団にお
けるアイデンティティの闘争として、つまり
名乗りをそれ自体運動としてとらえて、部落
解放運動を考えることができるだろうと考
えた。これは戦後思想史、および社会運動史
研究の一環であるが、それと同時に、問題を
特殊日本の言説に閉じこめないために、比較
思想史としての方法論を用いて、アメリカお
よびインドにおける人権運動を参照するこ
とで、世界的なラディカリズムの共時性を探
究した。  
 
３．研究の方法 
 本研究は研究代表者廣岡浄進と研究分担
者友常勉との両名による共同研究の方法を
取った。 
 国内では、狭山闘争、矢田闘争、八鹿闘争
など、戦後部落解放運動における代表的な差
別糾弾闘争について、関係者への聞きとりを
おこなうことができた。また、関係者からの
史料提供をうけるなど、文献収集を並行した。
とりわけ、日本共産党からの部落解放同盟に
たいする批判が激しくなる時期については、
糾弾そのものが党派対立の問題として解釈
されるおそれがあるため、それらの端緒にお
ける差別糾弾としての論理に注目すること
とした。 
 海外調査においては、現地の活動家や研究
者の協力を得ながら、聞きとり調査を中心に、
UCLA（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）

や同大学デービス校図書館、全米日系人博物
館あるいは現地書店などでの文献調査をお
こなった。これにより、反転して日本での文
献調査の課題も浮上してきたことで、これら
の調査に着手した。また、2012 年ロンドンオ
リンピック後のイーストロンドンの再開発
と移民対策についてもワークショップ参
加・報告と調査を行い、都市開発を通して社
会的差別を解決しようとする事例の収集を
行った。 
 他方、文化理論やマイノリティ研究の達成
に学ぶため、関連する諸研究についても可能
な限り入手と参照とを試みた。 
 
４．研究成果 
 研究課題として掲げた差別糾弾闘争につ
いては、成果の一端として、研究分担者の友
常勉は「〈矢田教育差別事件〉再考」（『歴史
評論』801、2017 年 1 月、論文⑧）を、また
研究代表者の廣岡浄進は「八鹿闘争再考のた
めの覚書」（『部落解放研究』208、2018 年 3
月、論文③）を、学術雑誌や研究紀要に発表
した。その余については文献一覧に譲る。こ
れらによって論点が絞られてきたことをう
けて、今後、さらに聞きとり調査や史料の収
集分析を進め、書籍化による成果発表をめざ
したい。  
 海外調査は、アメリカ西海岸カリフォルニ
ア州で日系の人権活動家から生い立ちや黒
人運動や労働運動などとの関係などについ
てききとりをおこなった。インドでは首都デ
リーや北インドのハリヤーナ州でダリト運
動の関係者から運動の歴史および現状と課
題、最近深刻化している襲撃事件の現状、ま
たカーストと皮革業との関係について聞い
た。これら国内および海外での調査のききと
り記録をまとめた簡易な報告書の作成を準
備している。また、インド調査を準備する過
程で南インド研究者の協力を得て、全国大学
同和教育研究協議会の春季企画シンポジウ
ム「南アジアの不可触民」を組織し（当日の
司会は廣岡浄進、報告記録は『部落解放と大
学教育』29、全国大学同和教育研究協議会、
2016 年所収）、さらに雑誌『部落解放』2016
年 3 月号に「廣岡浄進責任編集 特集 被差
別カーストの苦悩と挑戦」を組むことができ
た。 
 なお、アメリカ調査を通じて、西海岸カリ
フォルニア州では日系人へのききとりなど
から、日系移民集団の中の被差別部落出身者
の存在を介した人権思想の越境に関わる手
がかりを得た。このことをきっかけに、水平
運動や、さらには日本国憲法草案の背景にか
かわる越境的な人権思想史研究という課題
が浮上し、当初計画にあった最終年度のシン
ポジウム企画をとりやめて、アメリカ調査を
追加した。この予備調査によって、渡航先お
よび出身地について候補をしぼりこみ、新た
な共同研究が科研費に採択されたことを付
記する。（被差別部落からのアメリカ移民に



関するトランスナショナルな歴史経験につ
いての研究、基盤研究 C 、課題番号
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